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   〇「日本の大学のグローバル連携事情～大阪大学北米拠点駐在の日々から～」 

     樺澤 哲 氏  

（株）サンブリッジグローバルベンチャーズ  チーフ ハビタット オフィサー 

      大阪大学招聘教授（前北米センター長） 

 

■参加申込：https://www.kri.or.jp/contact/entry/rdic_forum2017.html 

■フォーラムの案内：https://www.kri.or.jp/conso/forum2017.html 

■お問合せ：関西文化学術研究都市推進機構 ＲＤＭＭ支援センター（事務局） 

                    ＴＥＬ：0774-98-2230（代表）  Ｅメール：rdmm@kri.or.jp  

 

＜参 考＞ 

■「RDMM 支援センター」 

持続的にイノベーションを創出する連携のハブ（hub）組織で、マーケットを常に見据えながら、

サービスを含むものづくりや新事業・産業創出の加速に向け、企業や大学、公的機関等の連携による

オープンイノベーションを基軸に、研究開発から事業化までワンストップで支援する組織です。 

RDMM は Research(研究)＆Development(開発 )for Monodzukuri(ものづくり) through Marketing(マ

ーケティング)の略で、未来社会や市場の予測、マーケティングに軸足を置くことで、研究開発・事

業化の加速を目指す事を理念としています。 

■「けいはんな R&D イノベーションコンソーシアム」 

RDMM 支援センターが主催・運営するコンソーシアム活動で、会長に大阪大学総長の西尾章治郎先生、

副会長に推進機構の柏原理事長、技術運営委員会委員長に京都大学の石田亨先生をお迎えし、平成 29

年 10 月現在、81 会員（企業 59 社、他 22 会員）が参画しています。参画企業の優れた知の融合を図

りつつ、新事業・産業創出に向けたワーキング活動や共同研究開発プロジェクト等の取組を行ってい

ます。（会員登録等は無償で提供しています。） 

■「Club けいはんな」 

住民によるサポーター組織（自主登録制，登録無料）で、アンケート調査、ワークショップ（アイ

デア検討、有効性検討等）、実証実験に会員に参加していただき、生活者目線での意見、アイデアや

クリエイティビティーを、研究開発や街づくりに活かそうとするものです。けいはんな学研都市の地

域住民を中心に全国から会員として参画いただいており、本年 10 月現在、その会員数も１，０００

名を超えています。web によるアンケート調査や、新事業創出に向けた住民参加型のワークショップ

やアイデアソン等、活発な活動が展開されており、そこから出た知恵やアイデアは、「けいはんな R&D

イノベーションコンソーシアム」の活動に活かされています。 

 

 

【本件に関するお問合わせ】 

（公財）関西文化学術研究都市推進機構 ＲＤＭＭ支援センター（事務局：峯松） 

ＴＥＬ：0774-98-2230(代)   FAX：0774-98-2202  e-mail：rdmm@kri.or.jp 














